































































　Holland（1990/1993） に よ れ ば、 精 神
医学領域でがん罹患後の精神的適応に関













































































　Kissen et al.（1962） の 研 究 で は、 肺
が ん 患 者 は 対 照 群 と 比 べ て、 外 向 性 傾






























































































































































































　 最 近 で は、the adjustment to the fear, 












（Lengacher et al.，2009; Matousek et al.，






















































2001，2004； 明 智，2003； 千 田 ら，2006）、
精神的介入としてのグループ療法の報告
















































































































































































































　「 が ん 治 癒 へ の 道 」（Simonton et al.，
41がん治療における心理的介入の概観と新たなイメージ技法について
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